
家庭における男女共同参画推進講座【市川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 35 千円

交付金額 17 千円

事業番号 2

●就業者は第一次産業において減少し、第二次、第三次産業において増
加している。
●直近のデータで女性の労働力率は48.1％、完全失業率は3.1％。労働
力状態は、20代前半で上昇するものの、30代に1度減少、40代にかけて
再び上昇する「M字カーブ」がある。

●女性向け再就職セミナーや起業セミナー、母子家庭の母等を雇い入れ
た事業主に対し、奨励金交付等を実施している。

●地域における女性の職業生活における活躍の推進を図ることを目的に、
様々な角度から講座、セミナー、講習等を実施し、女性の労働力率の底
上げを目指す。

開催回数目標（1回） 達成

●家事分担や家事の効果に関する講義及びカードゲームを用いたワーク
ショップを行うことで、普段見えていない家事に気付くとともに、男性も女性
も主体的に家事を行えるよう行動変容につなげるもの。

●子どもの性別役割分担意識を解消し、将来的な男女共同参画にもつな
げるため、親子での参加ができるよう、学生の夏休みにあたる時期に実
施。

●家庭教育学級
●市民団体（家事関連の活動を行う）

●参加者を対象に実施したアンケートによれば、満足度は100％。

●「多くの気づきがあった」「自分が認識できているタスク、そうでないタス
クを再認識することができた」「子どもが興味を持ってくれたことがとても満
足」「家事の分担を任せられるよう、頑張る」などの感想があり、家庭にお
ける男女共同参画の推進につながる講座になったと思われる。

●参加人数が伸び悩んでいることが課題である。

●家庭における男女共同参画推進のためには、性別を問わずより多くの
市民に参加していただく必要があり、また子どもから大人まで幅広い年齢
層の方に参加していただきたいことから、様々な情報発信ツールを活用す
るとともに、様々な団体に協力を依頼するなどし、より広く周知していくこと
が必要である。



事業の概要

●自治体や企業が主催する講座でも講師を務め、

男の家事教室「カジオス®」を主宰する尾上元彦氏を

講師に迎え、家事シェアに関する講座を実施。

●講師の講義だけでなくカードゲームを用いたワー

クショップを行うことで、実際に家事に意識を向けら

れる内容とした。

●親子での参加もできるよう、学生の夏休みにあた

る時期に実施。

【内容】

家事とはどんな作業か

男女別の家事時間推移

日本の現状、国際比較

家事分担を考える

家事（育児）の効果 等

令和5年7月30日開催

名もなき家事体感ワークショップ～カードゲーム「爆発前夜」で
遊びながら家事を知ろう～
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